
「はじめて」
「リプレイス」
ヒント満載

外食業界

医薬品業界

医療機器業界

スクール

大学

vol.2.1
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デジタル・ナレッジの使命は、教育機関や研修部門にある「知識（ナレッジ）」をより効率的・効果的に流通させ
て受講者に届けること、そしてより良い知識社会の実現に貢献することです。
これが日本で初めての e ラーニング専門ソリューションベンダーである私たちの責任と考えています。
私たちは教育機関様・研修部門様と同じ視点に立ちながら、IT を活用したより良い教育を実現致します。

教育に関する夢と想いを共有しながら、
私たちが“学びの架け橋”となり、

学習環境を創造します。

会社名 株式会社デジタル・ナレッジ　（Digital Knowledge Co.,Ltd.)

設立年月日 1995年12月20日

資本金 40,450,000円

代表 代表取締役社長　はが弘明  /  代表取締役 COO　吉田自由児

従業員数 約120名 ( 臨時・関連会社含 )

事業内容 e ラーニング専門のソリューション事業

・e ラーニング専用のプロダクツ ( 製品 )

・e ラーニングシステムカスタマイズ ( 構築 )

・e ラーニングサーバ運用 ( ホスティング )

・コンテンツ製作・販売 ( 教材 )

・受講者募集支援 ( プロモーション )

・運用アウトソース ( 運用 )

・教育、IT 教材 ( 教育 IT)

所在地 《本 社》
〒110-0005 東京都台東区上野5-3-4　e ラーニング・ラボ 秋葉原
Tel：03-5846-2131　Fax：03-5846-2132

《西日本支社》
〒550-0002 大阪府大阪市西区江戸堀1-12-8　明治安田生命肥後橋ビル1階
Tel：06-6444-4901　Fax：06-6444-4902

《九州支店》
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2丁目5-1　アーバンネット博多ビル4階
Tel / Fax：092-475-9277

“学びの架け橋”
デジタル・ナレッジ
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杏林製薬株式会社 様

株式会社松屋フーズ 様

08 

04

11研修<医療機器業界 > 日本光電工業株式会社 様

15共和クリティケア株式会社 様

17スクール

研修 < 医薬品業界 >

研修 < 医薬品業界 >

研修 < 外食業界 >

株式会社総合資格 様

20大学 慶應義塾大学 様

本冊子に掲載されているコンテンツは、現在デジタル・ナレッジの Web サイトで公開しているコン
テンツをそのまま転載しております。
掲載開始時期と現在では内容に差が生じていることがありますことをあらかじめご了承ください。

INDEX

デジタル・ナレッジでは、導入いただいた企業（団体）様にご許可をいただき、Web サイト等でそ
の一部をご紹介しておりますが、ご好評をいただいておりますインタビューについてその一部を本冊
子にてご紹介いたします。
これからの e ラーニング導入やバージョンアップのご検討にお役立ていただけましたら幸いです。

ジタル・ナレッジの製品・ソリューション・サービスは、
1995 年の創業より、1500 事例を超える導入事例があります。業種も実に様々です。デ

vol.2.1
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株式会社松屋フーズ 様

店舗の教育を“見える化”！
外食・小売に効く新システム導入、その効果とは

株式会社松屋フーズ
採用教育部　採用教育グループ

チーフマネジャー 

冨澤 秀樹 様

アルバイトの採用難や人件費の高騰、外国人スタッフの教育といった課題が山積する外食産業。店舗スタッフの教育をいかに行うかは、各社共通の悩みといえる

でしょう。そんななか、牛めしの「松屋」などを展開する松屋フーズでは今、新たなシステムを導入されようとしています。キーワードは「店舗教育の見える化」

と「教育の徹底を仕組み化」。一体どのような内容なのか、早速お話を伺いました。

株式会社松屋フーズ 様

大学

──この度、新機能が実装される
「松屋 e ラーニングシステム（通称

MELS）」ですが、どういった部分が
新しいのでしょうか？

アルバイトスタッフがタブレット
で映像教材を見たり理解度テストを
受けたりするだけでなく、その進み
具合を細かく記録し、店長が確認し
たり、本当にできるか見極めたりで
きる機能を搭載しました。本部で全
店舗の教育進捗を確認でき、必要に
応じて教育の徹底などを直接指導で
きる仕組みです。

──そもそも以前の教育にどのよう
な問題があったのでしょうか。

アルバイト教育の進捗管理や徹底
が思うようにできていませんでした。
紙のテキスト（手順書）を使って教
育を実施していたのですが、十分に
テキストが活用されておらず、OJT
の見極めが不徹底でありました。

──テキストはどんな内容でしたか？
項目別に「自分でできる」「空い

ている時間帯／ピークの時間帯にで
きる」「確認」などのチェック欄が
あり、段階的にレベルアップしてい
ける内容になっていました。入社初
期は使用していますが、店舗責任者
が兼任している場合もありチェック
が不十分となっておりました。

──本来は店長や社員スタッフが
チェックすべきところがチェックを
されずに、アルバイトの教育やスキ
ルの把握が曖昧になってしまってい
たということでしょうか。

そうです。誰がいつ何をどのよう
にして教育し、アルバイトはどこま
で習得できたのかも分からない状態
でした。教育ツールがテキスト、マ
ニュアル、理解度テスト、映像教材
とバラバラで体系化されていなかっ

たことも一因だと思います。教育
ツールはちゃんとあるのに十分に使
われていないのは非常にもったいな
いこと。適切な教育を受けられてい
ないアルバイトもいるかもしれませ
ん。この状況を何とかしなければと
思いました。

──一つひとつの教育ツールとして
は完成されたものがあったが、それ
をいかに現場でやり切ってもらう
か、徹底してもらうかが課題だった
わけですね。どのように解決の糸口
をみつけられたのでしょうか？

最初はeラーニングを使うという
発想はまったくありませんでした。
Excel をクラウド上に置いて教育進
捗を一元管理するという案も出まし
たが、全員の教育進捗を手入力する
のは不可能です。ではこれをなにか
システム化できないか？という話に
なったとき、eラーニングシステムMELS の管理画面
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が使えるのではと意見が出て、当時
からお付き合いのあったデジタル・
ナレッジ社の営業担当の方に相談し
たのが最初です。以来、9ヶ月かけ
てデジタルナレッジ社と我々とで一
緒に作り上げてきました。

──もっとも注力された点は？
なんといっても「店舗別集計機能」

です。
 全国の店舗でどのくらい教育が

進んでいるかを、我々管理者がオン
ラインでチェックできる仕組みです。
一人ひとりの教育進捗はもちろん、
店舗やエリアごとの集計値もすべて
“見える化”しました。

──この機能でどんなことが可能に
なりますか？

東京の本部にいながら各店の教育
進捗を確認し、「A さんはこの職位
なのに△△ができていない」「△△
の項目をちゃんと教育してください」
といった具合に指導ができます。す
べての項目を完了済みでも店長が教
育に一度も関わっていなかったり、
見極めをしないまま確認印を押して
しまったりという場合も、本部で

チェックし現場指導することができ
ます。この流れを実現できたのは、
大きかったです。

──教育の徹底を、システムを使って
仕組み化されたわけですね。教育の徹
底という意味では、同様の悩みを抱え
ている組織も多いかと思いますが？
外部研修で他社さんの話を聞く機会
がありますが、やはり皆さん悩まれ
ていました。外食や小売の教育マ
ニュアルって各社各様にあります。
しかしどこか ” 徹底出来ていない
面 ” があるのではないでしょうか。
多店舗経営になれば尚更です。どん
な素晴らしいアイデアも、どんなに
すぐれた教育マニュアルも、徹底さ
せなければ意味がありません。

── eラーニングシステムを活用され
たのも新しいケースだと思います。

何万人といる従業員に徹底すると
なるとマンパワーでは難しく、ある
種システマチックなものが必要でし
た。弊社でもここを何とか解決した
いと試行錯誤し、やっと「eラーニ
ングを活用した店舗別集計機能」に
行き着くことができました。これこ

そが外食や小売が抱える教育の課題
に一石投じることができる仕組みで
はないかと期待しています。

──店舗側、アルバイト側にはどの
ようなメリットがありますか？

アルバイトスタッフは、自分が次
に何を覚えなければならないのか、
何をすれば時給が上がるのかがわか
りますし、教える側のスタッフも何
を教えなければならないのかが明確
になります。店長は自分のお店と他
のお店との比較もできるようになり
ます。

──すでに先行仕様にて運用がス
タートしていますが、何か変化はあ
りましたか？

紙のテキストはすべて撤廃し電子
テキストに切り替えました。実は、
弊社のもうひとつの課題として、マ
ニュアルやルールの改定が頻繁でテ
キストのアップデートが追い付かな
いという問題がありました。それか
ら、紙のコストも相当高いですよ
ね？ 電子テキスト化によりPCひと
つで改定が素早くでき、コストカッ
トにもつながっています。

株式会社松屋フーズ 様

店舗別集計機能。店舗やエリア毎の集計値もすべて可視化。 テキストはすべてデータ化。コストカットにもつながっている。
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──まもなく本格的な運用スタート
となりますが、どのような効果を見
込まれていますか？

地域ごとに教育の傾向が似通って
くるのではと考えています。たとえ
ば、接客が弱いとか衛生面について
不安があるとかです。傾向が見えて
きたら、次はその分野に強い店の教
育をそっくりそのまま持ってくるこ
とが可能ではないかと。

お客様はある店舗で良いサービス
を受ければそれがスタンダードにな
ります。そのご期待に応えるために
も、データに基づき、優良店舗の教
育ノウハウを他店舗展開することで、
全店の運営力を高いレベルで均一化
できればと期待しています。

──松屋フーズ様が考える e ラーニ
ングのメリットとは何でしょうか。

教育の記録が取れるところです。
それを活用すれば、ひとつは先ほど
お話しした教育の徹底化ができます。

もうひとつは、今、外食や小売で
も人件費が非常に上がっていて、か
つ離職率の高さが問題になっていま
す。離職されるとそれまで教育した
時間が無駄になってしまいます。重
要なのは、できる部分とまだできて
いない部分を振り分け、後者をきち
んと教育すること。アルバイトを放
置しないで適切な知識を付けてあげ
ることで教育の生産性を上げると共
に、彼らのモチベーションも高まり、
離職率を下げることにもつながるの
ではないでしょうか。

── e ラーニングはアルバイトス
タッフのみが対象ですか？

全従業員が対象です。トラブル対
応など、社員向けの特殊事例教育に
も使用しています。店舗としては牛

めしの「松屋」、とんかつの「松のや」、
中華食堂の「松軒」で導入済みで他
業態にも展開予定です。

いま、弊社では外国人のアルバイ
トスタッフが急増しています。一番
多いのはベトナム人、次いで中国人
です。それにあわせてeラーニング
も日本語、英語、中国語、ベトナム
語と多言語化しています。

──外国人アルバイトの急増でなに
か変化はありましたか？

よく言われることですが、外国人
と日本人では価値観がまったく違い
ます。日本は「察する文化」ですが、
外国では「伝える文化」、つまりはっ
きり言わないと伝わりません。その
為、今まで日本人同士があうんの呼
吸でやってこれたことも、これから
は明文化していかなければなりませ
ん。この観点からも、新しいeラー
ニングで実現できた教育の明確化、
明文化、それをチェックできる仕組
みが非常に有効だと考えています。

──松屋フーズ様が人材育成で大事
にされていることは何ですか？

私が営業にいた頃のアルバイトの
方が某都市銀行に就職され、だいぶ
後になって取引先として再会したと
き、「バイト時代にこういうことを
教えてもらった」という話をしてく
れて大変嬉しかった覚えがあります。
アルバイトの方にも「単なるバイト
だから」ではなく、「松屋に入って

こんなことができるようになった」
と思ってもらえるようにしたい。時
給だけでなく、教育面でもっと差別
化していければというのは日々、考
えています。働く楽しさ、仕事の面
白さ、心が満たされる働き方を伝え
ていければいいですね。

──現在ご興味をお持ちの教育に関
するテーマなどがあれば、ぜひお聞
かせください。

ここまでお話ししたことと相反する
ような内容ですが……、“ 教育不要な
もの”ができたらという思いがあります。

といいますのも、いま、日本語をあ
る程度話せる外国人留学生は非常に少
なく、日本人を採用するよりも大変な
状況です。一方で、あまり日本語を話
せない留学生は働き口を見つけられず
困っています。そういった人達に対し、

「松屋に入れば言葉の心配なくアルバ
イトができる」といった仕組みを作れ
ないかと。具体的には、自動翻訳機や
何らかの形でコミュニケーションを取
れるものでしょうか。言葉の壁をなく
すことができれば教育の幅も広がりま
すし、外食産業で問題となっている人
件費の高騰などの問題も解決の糸口が
見えてくるかもしれません。

株式会社松屋フーズ 様



07株式会社松屋フーズ 様

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

──「松屋 e ラーニングシステム」は
これからどのように発展していきそう
ですか？ 改めて今後の展望をお聞か
せください。

現時点では教育項目とチェック欄
のみ紐づいている形ですが、そこから
関連マニュアルや映像教材などに直接
ジャンプできるよう、すべての教育ツー
ルを連動させていきたいと思っていま
す。すでにマニュアルも電子化してい
ますから、あとは組み込むだけ。完成
すれば結構いいものになると思います
よ。

今回の新しい仕組みは、「松屋eラー
ニングシステム」のスタート地点に
なったといってもいいくらい。ここか
らが本当のスタートだと思っています。
使っていく上で、さらにやりたいこと
が広がってくると思いますが、そのと
きはまた、営業担当の方にに相談させ
ていただきますね。

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/15937/
2018.05.11

・ 店舗のアルバイト教育の進捗管理を可視化
したい。

・教育の徹底力を上げたい。

・紙のテキスト（手順書）で店舗のアルバイ
ト教育を実施・管理していたが、その使用
が徹底されていなかった。

・ 教紙のテキストは更新性が悪く、全国配送
の手間もあり、コストが高くついていた。

・ 全店舗の教育進捗をデータで記録・可視化
し、徹底を促す仕組みを e ラーニングシス
テムで実現したい。

・ 本部にいながら全店舗の教育進捗をチェッ
クし、指導できる仕組みを e ラーニングシ
ステムで構築。

・ 一人ひとりの教育進捗をデータで細かく記
録すると共に、全店舗の教育進捗がひと目
でわかる「店舗別集計機能」を開発、導入。

〝教育の徹底 “ の仕組み化を実現。

・ 今後、優良店舗の教育ノウハウを他店舗に
展開することで、運営力の向上と均一化を
目指す。

・ 紙テキストをデータ化することで頻繁にあ
るマニュアルやルールの改定にも素早く対
応でき、コストカットにもつながっている。

お客様のニーズ

導入前の課題

導入前の成果
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杏林製薬株式会社 様

～創意工夫のサーバ負荷対策で「一斉テスト」と「eラーニング」を同システムで実現、運用コストの削減も～

( 左 から順に )

課長
嶋崎 修 様

星野 正人 様

独自カスタマイズが多く盛り込まれた e ラーニングシステムで営業向け教育を行っていた杏林製薬株式会社様。2004年導入の同システムは細かい要望に応えら

れるシステムでしたが、時代の流れと共にコストの高額化など様々な問題が表面化していました。さらに、別のシステムで実施していた「一斉テスト」にも大き

な課題を抱えていたといいます。山積する問題を専用サーバなしで “ 劇的に改善 ” された経緯、そして今後の展望についてもお聞きしました。

－－－以前の e ラーニングにどのよ
うな課題をお持ちでしたか。

－－－ e ラーニングの見直しにあた
り、とくに重視されたポイントは？

－－－「一斉テスト」とはどのような
ものですか？

－－－様々な課題があるなかで、弊社
の e ラーニングシステムを導入され
た理由をお聞かせください。

－－－それでは、導入後のお話をお聞
きしていきたいと思います。まずは
最大の課題であった「一斉テスト」
についてです。弊社の e ラーニング
システムを導入されてから先日初め
て一斉テストを行われたということ
ですが、結果はいかがでしたか？

嶋崎様：以前のeラーニングシス
テムは弊社の要望の多くをカスタマ
イズし、2004年に導入したもので
すが、動きのないスライド型コンテ
ンツが主だったため、ポイントが分
かりづらく、理解し難いという問題
を抱えていました。また、仕組みが
複雑で管理運営を内製化できていま
せんでした。たとえば、コンテンツ
は社内で作成していましたが、それ
を外部業者に依頼し公開するまで
に2週間もかかり、当然コストも非
常に高額化していました。そこで、
2016年4月にMRの教育システム全
体を変更することになった際、eラー
ニングについても抜本的に見直すこ
とにしました。

嶋崎様：集合教育を補完する自己
学習システムとして、タイムリー且
つ、理解し易い情報発信、管理運営
の利便性向上、維持費の低コスト化
が必要不可欠でしたが、さらに大き
な課題として「一斉テスト」の問題
がありました。

嶋崎様：弊社では毎年、約900名
の営業関係者が同時にテストを受け
る「一斉テスト」を実施しています。
eラーニングとは別のテストシステ
ムを使っていましたが、システムが
不安定で数百名分のデータを同時に
送信するとエラーが発生したり、画
面が消えたり様々なことが起こって
いました。テスト当日は朝から問い
合わせが殺到し、テストを受ける方
も我々も非常に大変でした。これを
何とか双方ともストレスなく実施で
きるようにするのが最大の課題でし
た。

嶋崎様：御社のシステムが我々の
ニーズに合った内容でパッケージ化
されており、カスタマイズなしでそ
のまま導入できるのが魅力でした。
何しろ少々時間がなく、御社に決定
したのが2月、公開まで2ヶ月弱と
いうスケジュールでした。また、ハー
ド・ソフト両面のメンテナンスをフ
リーにしたいという希望がありまし
たので、ご提案頂いたクラウド面で
の仕様が我々のニーズに合致してい

ました。

星野様：従来のeラーニングシス
テム、そしてテストシステム共に非
常にカスタマイズを行っており、弊
社オリジナルのシステムを作り上
げていた状態でしたので、今後は
極力、カスタマイズをしないで運
用できるもの、且つeラーニングと
一斉テストの2つのシステムをどう
にかして1つにできないかという希
望を満たしてくれたのが、御社の
KnowledgeDeliverでした。

杏林製薬株式会社 様

研修 < 医薬品業界 >

杏林製薬株式会社
医薬営業本部 学術部

 情報管理グループ

星野様：これは非常に驚いたので
すが、期待した以上の結果でした。
これまでは、一斉テストの日は30
～40件も電話がかかってきてこち
らが休む間もなく電話を取るといっ
た状況でした。ところが、今回か
かってきた電話はたった3件。シス
テムトラブルに関わるものはほぼゼ
ロでした。
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－－－学習履歴の活用といったことが
企業教育分野でも注目をされていま
すが、どのように捉えていらっしゃ
いますか？

嶋崎様：現時点ではeラーニング
と集合教育の学習履歴は別々に管理
していますが、今後は集合教育の
受講履歴も含めた様々なデータをe
ラーニングシステムの中に一元化、
データベース化し、将来的には人材
マネジメント等へ活用していければ
良いと考えています。

杏林製薬株式会社 様

－－－ e ラーニングに関しては迅速な
情報公開などを目指しておられまし
たが、何か変化はありましたか？

－－－コストカットについては数値化
できる成果は出ていますか？

－－－受講者の皆様の反応はいかがで
すか。

－－－コンテンツについては以前から
内製化をされているということです
が、分かり易いコンテンツ作りのた
めにどのような工夫をされています
か？

星野様：お陰様で、今まで2週間
かかっていたコンテンツ公開が2日
に短縮できました。公開までの時間
を大きく短縮できたことで、受講者
側の学習時間を長く取れるようにな
りましたし、作成者側もコンテンツ
作りに余裕が持てるようになりまし
た。

嶋崎様：以前は一度作ったコンテ
ンツを何度も使い回していました
が、今は時代の流れが非常に早く、
1年前に作った内容は現場では通用
しません。ですから可能な限り、タ
イムリーに情報発信をして学習をし
てもらう。という意味でも、この
KnowledgeDeliver がマッチしてい
ました。

星野様：この部分も劇的に改善さ
れまして、ランニングコストが以前
のシステムと比べて3分の1以下に
なりました。

星野様：新しいシステムでは動画
配信ができるようになり、視覚・聴
覚に訴えかけるコンテンツが使える
ようになったことで、受講者アンケー
トでも「ポイントが分かり易くなっ
た」「理解しやすい」という評価を
頂いています。

星野様：作成者側としては、伝え
たい内容が多いため、どうしてもス
ライドいっぱいに文字を書いてしま
いがちです。そこで一枚のスライド
に書く文字数の目安や文字の大き
さ、ポイントとなる部分にはマーキ
ングしてメリハリを付けましょうな
ど、作成担当者に対して、依頼した
りしています。また、コンテンツは
大体5分前後に収めるようにしてい

ます。

嶋崎様：受講者アンケートで評価
が高く我々が見ても分かり易いコン
テンツは、作成者側にも見てもらい
工夫を共有してもらえるようにして
います。

星野様：最近ではドラマ仕立てと
いいますか、講師が2名登場し1人
はドクター役、1人は MR 役で掛け
合いをすることで模範例をわかりや
すく伝えるコンテンツなども出てき
ています。

嶋崎様：我々が新しいシステムを
導入する上で一番危惧していたのが、
この一斉テストでした。導入前に
色々な業者に話を聞いたところ、や
はり費用さえかければ「専用サーバ
を立てますから大丈夫ですよ」とい
うところは多かったんです。しかし
御社の場合は、我々が望むコストの
中でやり方を工夫して頂いた。そし
て実際にやってみて、これはもう問
題なかったと言っていいと思います。
安定したシステムが手に入ったこと、
非常に感謝しております。

－－－以前は外注されていた管理運営
についてはいかがでしょうか。

嶋崎様：KnowledgeDeliverの管理
機能がしっかりしているため、ほぼ
内製化ができました。受講率などは
以前のシステムでも上長が見てはい
ましたが、以前よりも管理し易く
なった分、より熱心にまた手間なく

フォローや集計などができています。

－－－そのほかにご興味をお持ちの分
野や今後の展望についてお聞かせく
ださい。

クロマキー編集した動画配信 一斉テスト結果画面にてレベルの判定や順位、
分野別集計を表示
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お客様のニーズ
・ 営業（MR）向け一斉テストをトラブルなく、　　　
　スムーズに実施したい。

・ e ラーニングシステムを一新し、迅速な情報発
　信、理解度・教育効果の向上、管理運営の利便
　性向上、維持運用費の低コスト化を実現したい。

導入後の成果

• 以前は 30 ～ 40 件あった一斉テスト当日のシ
　ステムトラブルがほぼゼロに。専用サーバを立
　てることなく、数百名規模のテストをスムーズ
　に実施できる体制作りに成功。

・ e ラーニングと一斉テストを 1 つのシステムで
　対応可能なクラウド型 e ラーニングシステムを
　導入。

• 管理運営を内製化し、利便性向上を実現。

• ランニングコストを 3 分の 1 以下に削減。

・ コンテンツ作成から公開までの 期間を2 週間
　から 2 日に短縮。

杏林製薬株式会社 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/12692/
2017.06.09

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

嶋崎様：実のところ、本社発信の
やり方には限界を感じています。な
ぜなら、一番ノウハウを持っている
のは医療現場でドクターに接してい
る営業のメンバーだからです。仲間
同士、MR間でもっとリアルに相互
発信していける時代なので、ただ教
えられるのではなく、みんなで教え
合い、自ら学ぶ仕組みを作らないと、
これからの医療業界の環境変化につ
いていけないのではないでしょうか。

－－－「教えられる」から「学ぶ」へ
の転換、ということですね。

嶋崎様：“ 自ら学習する組織 ” に
なっていかなければという思いを強
く持っています。今回、新しいeラー
ニングシステムでそういったことが
可能な環境を作っていただいたので
すから、もっともっと活用できる風
土を作っていきたいですね。
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日本光電工業株式会社 様

～導入3年目のブレイク！Web上でカンタン“教材内製”、海外拠点でもeラーニングを定着化～

「eラーニング導入時にもっとも重視したのは、簡単に教材を内製化できるLMSであることでした」 そう語るのは、日本光電工業株式会社 人財開発センタの岩本様です。

今では専門知識を持つ約200名のスタッフがそれぞれ e ラーニング教材を作成、英語・中国語のコンテンツも充実し、海外拠点も含めた同社の人材育成を力強く

支えています。とはいえ、導入当初からすべてが順風満帆だったわけではないようです。導入3年目にして受講率90％以上を達成された、その経緯や工夫をお聞

きしました。

技術教育グループ
チーフマネジャ

小山 武彦 様 ( 右 )

技術教育グループ
イーラーニング推進担当

岩本 卓 様 ( 左 )

日本光電工業株式会社
フェニックス・アカデミー　

人財開発センタ

－－－以前の教育研修にどのような課
題をお持ちでしたか。

－－－以前は集合教育がメインでした
か？

－－－販売拠点は国内、海外も含め多
数展開されていますよね。

岩本様：弊社は医療用電子機器
（Medical Engineering）を開発・製
造・販売するメーカーであり、その
社員には、一般的な汎用知識や社会
人マナー等に加え、電子機器設計の
ための工学や医学、医療、関連法を
含めた非常に多くの知識が要求され
ます。そのため、各研修において時
間が絶対的に足りない状況でした。

岩本様：主に集合教育と現場での
OJTです。

小山様：専門的な内容については、
本社から各販売拠点に出向いて教育
を行うことも多々ありました。

小山様：国内は北海道から九州ま
で11拠点、海外は北アメリカ、南
アメリカ、中国、東南アジア、韓国、
インド、中東、ヨーロッパ、さらに
生産工場が中国、開発拠点が中国と
アメリカにあります。海外にも年に
数回は出向き、専門教育を行ってい

－－－そこで e ラーニングの導入を検
討されたわけですね。弊社のシステ
ムを採用された経緯をお聞かせくだ
さい。

－－－選定時にとくに重視された点
は？

－－－他社のシステムでは教材の内製
化は難しかったのですか？

ました。他の案件とセットで行くこ
とが多かったとはいえ、大きなコス
トがかかっていましたし、それ以上
の教育はできていなかったというの
が実情でした。

作成した場合、80年かかるという
計算ですので、とても間に合いませ
ん。 そ の た め、KnowledgeDeliver
のように、各専門知識を持つ多くの
社内メンバーが簡単に教材作成でき
るツールが必要不可欠でした。

岩本様：料金を払って作っても
ら う、 あ る い は 別 途、 有 償 の プ
ロ グ ラ ム を イ ン ス ト ー ル す る 必
要があるシステムがほとんどで、
KnowledgeDeliver のように Web 上
で教材作成が可能なシステムは他に
はありませんでした。

岩本様：まず6社のシステムを検
討し、コンペで3社に絞り、社内16
名で構成される選定委員会にて32
項目にわたる比較検討の結果、総合
得点の最も高かったデジタル・ナ
レ ッ ジ 社 の KnowledgeDeliver（ ナ
レッジデリバー）を選定させていた
だきました。

小山様：医学系のコンテンツや専
門性の高い教材はなかなか市販され
ていませんので、社内で作る必要が
あります。そのため、教材の内製、
オーサリングが簡単にできることが
最重要項目でした。

岩本様：必要な教科数だけでも
ざっと3,000以上あり、仮に一人で

日本光電工業株式会社 様

研修<医療機器業界 >

－－－ほかに重視された点は？
岩本様：すきま時間をうまく活用

したかったため、スマホ対応につい
ても重視しました。

－－－実際に e ラーニングを導入され
てみて、どのような変化がありまし
たか？

岩本様：あらゆる研修にeラーニ
ングを組み込むことで、集合研修を
効率化できました。たとえば、マ
ネージャー研修は、これまで集まっ
てから座学を行っていた部分を e
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－－－海外でもとくに問題なく受講さ
れていますか？

－－－通勤中や、出勤してまずは e
ラーニングにログインするという人
がこんなにいらっしゃるんですね。

－－－ e ラーニングの受講率は上がっ
ていますか？

－－－受講率が伸びた要因として考え
られることは？

－－－スマホでの受講率はどれくらい
なのでしょうか？

小山様：海外でも問題なくeラー
ニングを活用しています。これまで
は、新製品が出るたびに担当者が世
界中の拠点を回って教育をしていま
したが、eラーニング化により海外
出張費が大幅に削減できました。コ
ンテンツを作成しeラーニングに載
せれば、ほぼ同時に全世界配信がで
きるのがいいですね。

岩本様：また、当初の狙い通り、
「すきま時間」に e ラーニングで学
習できるようになったことで、学習
の絶対時間は間違いなく増加してい
ます。

岩本様：これは職種別のeラーニ
ングログインデータ（表1）です。
緑が PC、青がスマホ、オレンジが
iPad です。PCの使用がメインです
が、営業では3割以上がスマホと
iPad で受講しています。海外でも

15％くらいがモバイルデバイスで
アクセスしていますね。これはログ
イン時間のデータですのでどうして
も PC が多くはなりますが、スマホ
で見ているという声をよく聞きます
し、実際はもう少しスマホ受講が多
いのではないかと思います。デバイ
ス別ログイン時刻データ（表2）を
見ると、通勤時間中にモバイルデバ
イスでアクセスしている人が多いこ
とが読み取れます。

日本光電工業株式会社 様

岩本様：ログインすると今自分が
受講すべきクラスが一覧表示されま
す。これが浸透していますので、自
主的にeラーニングを開いて受講を
するというのがようやく習慣付いて
きました。

岩本様：こちらがクラス数と受
講者数の推移データ（表3）です。
2014年に e ラーニングを正式にス
タートし、2016年には142クラス
を実施、のべ約3万4,000人が受講
しました。これは2015年の3倍で
す。 導 入 前 に、KnowledgeDeliver
の先行事例として某商社様をご紹介
いただいた際、先方の担当者の方が

「導入当初は数クラスしかなかった
が、3年目から一気に増えた」とおっ

しゃっていました。まさに弊社でも
その通りになりました。

岩本様：「第2種ME」という資格
試験（※1）がありまして、弊社で
も毎年数百人が受験するのですが、
この対策コンテンツを作って実装し
たのが大きかったと思います。過去
10年分の1,200問を網羅し、分野別
にカテゴライズして詳しい解説も入
れました。これが非常に好評で、社
内合格者の声を見ると、「e ラーニ
ングを繰り返しやりました」「eラー
ニングの全単元を最低1周はやりま
した」など、ほとんどの方が“eラー
ニング ” という言葉を使っており、
非常に有効活用されている様子がお
分かりいただけると思います。

小山様：今では多くのクラスで受
講率90%を超えているんですよ。

ラーニング化することで、集合研修
をディスカッションなどのアウト
プットや実務的な内容に充てること
ができるようになりました。また、
以前は年6回実施していた中途採用
者研修を、eラーニングの導入によ
り年3回に減らすことに成功し、研
修費用も半分に削減できました。

（※1）第2種 ME 技術実力検定試験
「ME 機器・システムの安全管理を中心とした医用生体工学に

関する知識をもち、適切な指導のもとで、それを実際に医療
に応用しうる資質」を検定するもの。合格者は日本生体医工
学会から合格証明証が交付され、「第2種 ME 技術者」の呼称
が使用できる。

表1 表2 表3
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岩本様：教材作成時のポリシーと
して、「なるべく短く、PPT で5枚
以内にする」「単元は長くても5分
以内にする」と定めています。これ
により、すきま時間での学習を促進
しています。また、システム上は各
部門で自由にクラスを作ることがで
きるのですが、敢えてクラス作成権
限をシステム管理者のみとし、申請
が必要な形にしています。とかく、
どの部門でも「うちの部の内容は全
社員に学習させたい」と考えるもの
ですが、これを許すとクラスが乱立
してしまいます。受講者のモチベー
ションを維持するためにも、同時期
に受講するクラス数を多くても5つ
程度になるようにコントロールして
います。これらの工夫により、多く
のクラスで受講率90% 以上を達成
しています。

－－－受講率90％以上を達成するた
めに、なにか工夫されていることは
ありますか？

e ラーニング「PASCAL」ホーム画面

英語版の動画教材
海外へのタイムリーな情報発信に役立っている。

英語版のコンテンツも充実

中国語版のコンテンツ
中国は国土が広大でさまざまな地域に拠点があ
るため、「以前からこういう e ラーニングが欲
しかった」と現地スタッフにも好評だという。

日本光電工業株式会社 様

－－－動画作成ツール「Video+」の
使い勝手はいかがですか？

岩本様：教材作成者は何でもかん
でも動画教材にしてしまうんです。
ということは、使い勝手は非常に良
いのだと思います。一例として、海
外向けに機械の修理方法を動画コン
テンツで配信していますが、非常に
わかり易いと好評です。実は動画教
材が増えすぎてしまい、今は私が
OK を出したもののみ、動画教材を
作成しているという状況ですが、本
当に必要な部分で大変効果的に動画
コンテンツを活用できていると思い
ます。
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お客様のニーズ
・ 研修項目が多岐にわたるため、研修時間が絶対　
　的に不足している。これを補う新たな教育の仕
　組みとして e ラーニングを導入したい。

・ 動画を含む e ラーニングコンテンツを簡単に内
　製化できる LMS が必要不可欠。

・ すきま学習の実現のため、スマホ対応も重要。

・ 海外の社員も対象となるため、少なくとも英語
　対応が必要。

導入後の成果
・ Web 上で簡単に教材作成が可能な LMS の導入
　により、社内 e ラーニング「PASCAL（*2）」
　を構築。

・すべての教材を約 200 名の社内担当者がスムー
　ズに内製化。英語版、中国語版のコンテンツも
　充実し世界中の海外拠点にも対応。

・ 導入 3 年目には受講者数が前年比 3 倍、ほぼ
　すべてのクラスで受講率 90％以上を達成する
　など e ラーニングが定着化。

・ あらゆる研修に e ラーニングを組み込むブレン
　デッドラーニングで、集合研修を効率化。

・ 集合研修費や海外出張費の大幅カットを実現。

・ スマホ対応によりすきま学習を定着させ、総研
　修時間の増加を実現。

（※2）PASCAL
Phoenix Academy Self-regulated 
Computer Assisted Learning system

日本光電工業株式会社 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/13161/
2017.07.25

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

岩本様：コンテンツをさらに充実
させ、希望者が自由に受講できる仕
組みを実現したいと考えています。
具体的には、受講者が受講申請をし
て承認されれば学習ができる「承認
機能」の実装を目指しています。研
修時間は限られていますから、やみ
くもに多くの学習を課しても効果は
上がりません。でも、自ら求めるも
のについては学習者もより意欲的に
学習できるでしょうし、習得度も
違ってくるのではと期待しています。

小山様：キャリアを積んで大学病
院を担当するようになったり、ある
いは所長クラスになりますと、より
一層深い知識が要求されます。なか
には「一から勉強したい」という意
欲を持つ人もいます。ところが、集
合研修で若いスタッフと一緒にゼロ
から学ぶとなると、なかなかハード
ルが高い。本当は勉強したいのに手
を上げづらく、第一歩が踏み出せな
いということがありました。その点、
eラーニングならこっそり勉強でき
ますし、手を上げやすい。そういっ
たeラーニングの利点をさらに拡大
していければと考えています。

－－－今後の展望をお聞かせください。
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共和クリティケア株式会社 様

不安もあった“eラーニング初導入”、
シンプルでわかりやすいシステムだからうまくいきました。

社内 MR（医薬情報担当者）向け研修に e ラーニングを導入された共和クリティケア株式会社様。集合研修に “ ある課題 ” を抱えていた同社ではこれまで e ラーニ

ング導入を検討しながらもなかなか一歩を踏み出せなかったといいます。そんな同社において導入の決め手となったのは？ e ラーニング導入のビフォー・アフター

を伺いました。

－－－御社ではもともとどのような研
修を実施されていましたか？

－－－その集合研修にどのような課題
があったのでしょうか？

弊社には約30名の MR が在籍し
ており、そのMR向けに集合教育を
行っていました。毎月、東京にMR
全員を一斉に集め、丸一日かけて研
修を行うというスタイルでした。

月一でMR全員が集まるとなると、
どうしても交通費・宿泊費等の負担
が大きくなってしまいます。北は北
海道から南は沖縄まで全国展開して
いる都合上、遠方のMRは前日入り
する必要があり、その間営業業務が
滞ることもネックでした。集合研修
の日程はこちらで決めますので、お
客様とのスケジュール調整などの面
でMRの負担となっていた部分は否
めません。そこで以前からeラーニ
ングの導入を検討していましたが、
なかなか実現できませんでした。

－－－ e ラーニング導入に踏み切れな
かったのはなぜですか？

eラーニングの導入は初めてでし
たので、どのくらいの時間を要する
のか、どのような準備を行えばよい
のかなどが想定しづらく、最初の一
歩を踏み出すのに躊躇してしまった
部分がありました。

「e ラーニング」で検索したとこ
ろデジタル・ナレッジさんのサイト
が上位に出てきたのが最初だったと
記憶しています。同業種である製薬
会社さんや病院などの豊富な事例

－－－弊社の e ラーニングを知った経
緯をお聞かせいただけますか。

他社のシステムは最初から過度な
機能が付きすぎていて割高であり、
私どもには使いこなせないのではな
いかという懸念がありました。その
点、デジタル・ナレッジのシステム
は基本的な機能が充実していて分か
りやすく、無理なく使いこなせそう
な印象でした。学習履歴が取得可能
であること、既存のパワーポイント
資料をそのままｅラーニング教材化
できる点も心強く、費用面も含め気
軽に始められると判断しました。

MRの認定資格は継続教育が必須
であり、年間の教育時間が定められ
ています。教育実績データは会社側
で保管しておく必要があり、システ
ム上で学習履歴を取得、管理できれ
ば大変便利になります。学習履歴は
この業界では必須であり、重視すべ
きポイントのひとつでした。

弊社のMRは平均年齢が50代とや
や高く、eラーニングを使いこなせ
るかどうか正直不安もありました。
ですが、ふたを開けてみると、操作
についての質問もほとんどなく、非

常にスムーズに導入できました。や
はり受講者側、管理者側の双方に
とって大変シンプルでわかりやすい
システムなのが良かったと思います。
もっと手間や時間がかかるのではと
構えていましたが取り越し苦労でし
た。

－－－導入の決め手は？

－－－学習履歴を重視された理由につ
いてお聞かせください。

－－－実際に e ラーニングを導入され
た印象はいかがでしたか？

－－－現在、e ラーニング研修はどの
ように行われていますか？

－－－ほかにはどのような変化があり
ましたか？

毎月エリアごとにMRを集めて営
業会議を行なっていますが、そこで
eラーニングを使った研修を実施し
ています。MR は一人一台の PC を
持っていますので、それでeラーニ
ングを受講し、エリア統括長より補
足説明が行われるといった形です。
これにより、今まで東京で行ってい
た集合研修がエリアごとに実施可能
となりました。

集合研修ではこちらから一方的
に説明するだけで終わってしまい、
ロールプレイングやプレゼンといっ
たMR一人ひとりのアウトプットに
割く時間がなかなかとれないのが悩
みでした。eラーニング研修なら各
自空き時間に受講してもらうことが
可能ですので、たとえば、エリア会
議の研修の時間を丸ごとアウトプッ
ト研修に充てたり、eラーニング研
修とその他の研修を半々にしたりと
いったことがエリア長の判断ででき
るようになりました。これは非常に
大きな変化でした。

共和クリティケア株式会社 様

ページが目に留まり、じっくりと読
ませていただきました。その後、数
社から資料を取り寄せ、デモンスト
レーションを行っていただいた結果、
デジタル・ナレッジさんのASPサー
ビス「ナレッジデリ」を導入するこ
とに決めました。

研修 < 医薬品業界 >
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－－－管理面での使い勝手はいかがで
すか？

これまでは学習履歴（集合研修の
出席簿）を一枚一枚手作業で管理し
ていましたが、システム上で一括管
理できるようになりました。また研
修だけではなく、情報共有ツールと
しても活用しています。今まで連絡
事項はメールで送っていましたが、
ちゃんと読まれたかどうかが分かり
ませんでした。eラーニング上で配
信すれば読まれたかどうかまで、す
べて管理画面で把握可能で便利で
す。

－－－ e ラーニングの導入で数値化で
きるような成果は上がっています
か？

－－－ e ラーニング教材はすべて社内
で作成されているということですが、
どのような教材を作成・使用されて
いますか。

－－－今後の展望をお聞かせください。

数値化するまでには至っていませ
んが、集合研修と比べて大幅にコス
トカットできています。また、集合
研修への参加・移動時間がなくなっ
た分、MRが本来の営業活動に使え
る時間が増えたことも大きな成果で
した。

パワーポイントの資料にメモや音
声を追加したものやスライド形式の
テストなどです。先ほどもお話しま
したが、デジタル・ナレッジさんの
サイトにあった他社事例を参考にし、
一つひとつのコンテンツを細分化し
たり、導入部分を易しく段階的に深
い内容へシフトさせるなど、わかり
やすく飽きさせない工夫をしていま
す。

個人的には動画教材に関心を持っ
ています。動画を活用した、よりわ
かりやすく理解しやすい教材を作り、
さらにeラーニングを活用していけ
ればと考えています。

お客様のニーズ
・ 月に一度、社内 MR（医薬情報担当者）を一斉
　に集め集合教育を行っているが、全国展開して
　いるため MR の移動や営業活動への負担が大き
　い。

・ e ラーニングは初導入であり、手間や時間をか
　けずにスムーズに導入したい。

導入後の成果
・ MR 向け研修に e ラーニングを導入。

・ 研修費の大幅削減を実現。

・ MR が本来の営業活動に充てる時間が増加。

・ これまで手作業で管理していた学習履歴をシス
　テム上で管理可能に。

・ ロールプレイングやプレゼンなど MR 一人ひと
　りのアウトプットに割く時間が増え、教育研修
　の質の向上に貢献。

・ 情報共有ツールとしても活用。社内情報共有の
　体制強化へ。。

共和クリティケア株式会社 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/10610/
2016.11.10

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：
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株式会社総合資格（総合資格学院） 様

日本最大の「一級建築士」輩出校が映像配信を導入！
広がる波及効果と今後の展望

日本で最も多くの一級建築士を輩出し続けている学校といえば、今回ご紹介する総合資格学院様です。一級建築士試験の平成29年度合格者占有率は全国 No.1

（63.7％）、学科・設計製図試験ストレート合格者のうち約7割 (70.7％ )を同学院の受講生が占めています。この高い合格実績はいかにして生み出されているのでしょ

うか？インタビューではその秘訣に加え、新たに導入された「オンデマンド映像配信システム」の活用状況と効果、今後の展望をお聞きすることができました。

小山 大輔 様
映像課

次長

株式会社総合資格
教務指導管理部

別所 努 様

( 左 から順に )

1つはもともと使っていた e ラー
ニングの問題です。開発のスピード
が遅く、マルチデバイスにも未対応、
さらに PC やスマートフォンをバー
ジョンアップすると動画が視聴でき
なくなるといった症状に悩まされて
いました。

もう1つは DVD 教材の問題です。
当学院の特長は先生方によるライブ
授業ですが、自習や補講、一部の講
座における映像授業に DVD 教材を
使用していました。DVD は1000タ
イトル以上ありますが我々はそれを
社内で作成しており、しかも毎年作
り直していたため、莫大な費用が掛
かっていました。

－－－以前から一級建築士試験などで
高い合格実績を誇っておられる総合
資格学院様が、なぜ今回「オンデマ
ンド映像配信システム」の導入を検
討されたのでしょうか？

－－－1000タイトル以上の DVD 教材
を毎年作り直されていたのですか？

私たちの扱っている資格試験では
災害や法改正、新技術といった時事
的な内容がすぐに試験問題に反映さ
れます。そのため、前年と同じ教材
は使わないというポリシー、常に修
正編さんしていく姿勢が根付いてい
ます。DVD の制作費・発送費、管

理の手間は膨大なものでしたが、そ
れ以上にネックだったのが制作ス
ピードです。時間がかかり直前の変
更にもフレシキブルに対応できな
い DVD 制作は、時代の流れと共に
デメリットが大きくなっていまし
た。こうした課題を一気に解決でき
る「オンデマンド映像配信システム」
の導入が必要不可欠だったのです。

受講生にとっての利便性です。
各校には個別ブースとよばれるス

ペースがあり、受講生に DVD を貸
し出して補講や自習をして頂いてい
ました。ただ、個別ブースや DVD
の数には限りがあり、教室によっ
ては見たいときに席が空いていな
い、DVD が足りないという問題が
ありました。そもそも職員を呼んで
DVD を借りる手続きをしたり、見
終わったら次の DVD を借りにまた
受付に行ったりというのは受講生に
とって余計な手間です。当学院の受
講生の皆さんは非常に意欲が高い方
ばかりですから、そのやる気を削が
ない仕組みをつくりたい。これが最
大の目的でした。

まず、DVD 制作に掛かっていた
コスト、スピード、それから各教室
で DVD を管理していたスペースと
労力、これらが劇的に改善されまし
た。その分、受講生への対応に時間
を割けるようになったことも大きな
メリットでした。ブースが足りない
という問題に対しては、タブレット
を貸し出すことで受講生一人ひとり
が自分用の映像授業を大教室などで
視聴できるよう改善しました。映像
配信によって不可能だったことが可
能になり当初の課題が解決できまし
たが、意外だったのはその効果が他
にも波及したことでした。

－－－では、導入後の変化についてお
聞かせください。

－－－導入の際、とくに重視されたポ
イントは何でしたか？

株式会社総合資格（総合資格学院）  様

スクール

当学院では専門の先生方を外部か
らお招きしておりますが、全教室全
講座、同品質の授業をご提供するた
め、先生方には分厚いマニュアルと
共に映像授業を視聴して頂いており
ます。映像をお見せするとそれ以上
の授業を先生方はやって下さるから
です。その映像をこれまでは DVD
でお渡ししていましたが、こちらも
映像配信に切り替えることになりま
した。ただ、映像配信には通信料が
掛かります。通信料を別途先生方に

－－－くわしくお聞かせください。
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ダウンロード機能を使うことで、
“ どんな授業を行っているのか ” な
ど営業マンにとって重要なより詳し
い商品知識を手軽に得やすくなりま
した。お客様にも映像をお見せしな
がら説明すれば理解度が違います。
よくナレッジ共有といわれますが、
そういったツールとしても随分活躍
しています。

－－－営業職ではどのように活用され
ていますか？

－－－授業を欠席された場合は e ラー
ニングで勉強される受講生が多いで
すか？それとも補講や自習をしに来
校される方が多いのでしょうか？

－－－総合資格学院様では、一級建築
士試験において平成29年度合格者
占有率が63.7％で全国 No.1、学科・
設計製図試験ストレート合格者のう
ちおよそ7割 (70.7％ ) を占めるなど
非常に高い結果を出し続けられてい
ます。この秘訣はどこにあるので
しょうか？

－－－導入されて丸1年になりますが、
数値的な成果は上がってきています
か？

－－－ e ラーニング自体についてはい
かがですか？

映像が見られないという事態がほ
ぼなくなり、土台が安定しました。
何より有難かったのはデータ連携を
実現して頂いたことです。当学院で
は受講生の成績や受講状況をデータ
ベース化していましたが、教室で受
講された場合にしか対応できていま
せんでした。それを e ラーニングで
受講された場合でもデータベースに
データが戻るようにしていただき、
教室受講データとの連携、一元管理
化を実現できました。

来校される方のほうが多いです。
来校せずに100％家で勉強するだけ
では難関国家資格に合格することは
難しいと思いますし、やはり仲間や
スタッフから刺激や激励叱咤を受け
られる学校という空間が必要だとい
うのが当学院の考えです。

そこで、同じeラーニング上でも
自宅（教室以外）でログインした場
合は視聴できるコンテンツが一部に
限られる「内外判定」という仕組み
を構築していただきました。オンデ
マンド化することで何もかもがオー
プンになってしまうのはいかがなも
のかという懸念もありましたので、
視聴場所によってすみ分けができる
のは大変すばらしく、来校第一とい
う当学院の方針にも合致した秀逸な
仕組みだと思います。

コ ス ト と い う 点 で は、 以 前 は
DVD制作費に加えeラーニングのラ
ンニングコストが掛かっていました。
今回の導入でそれが一本化され、年
間コストが大幅に下がりました。初
期投資費用は2年で回収でき3年目
からは利益貢献が大きくなる計算で
す。社内でもこの結果は高く評価さ
れており、効果的なICT活用をさら
に進めていく考えです。

教材やマニュアルの改定を毎年欠
かさず行っていることでしょうか。
幸い弊社は良い先生方に恵まれ英知
が集まりやすい環境ですので、情報
収集をきちっと行い、出題される可
能性を十分に分析しています。分析
には数ヶ月をかけています。そして
完成した教材を使って、全国の講師
研修を昨年実績で約80回行ってい
ます。私たちのような学校が合格実
績を出すためには、教材を一生懸命
考えて作り、いい先生方を採用して
育成する、それ以上の王道はないの
ではないでしょうか。

ちなみにテキスト教材が完成し
てから映像教材を撮影しますので、
DVD 制作は時間に追われて本当に
大変でした。そういった意味では
我々の教材作りへのこだわりに大き
な影響を与え、品質確保の一助と
なっているのがこの「オンデマンド
映像配信システム」なんです。当初
の目的であった DVD 制作に関する
さまざまな課題解決、受講生の利便
性向上だけでなく、講師研修や社員
教育など多方面にニーズや効果が波
及している――これは DVD を使い
続けていたら絶対に起こり得なかっ
た変化だと思います。

株式会社総合資格（総合資格学院）  様

お支払いするべきか悩んでいたとき、
デジタル・ナレッジさんが解決策を
提案して下さいました。

それが「ダウンロード機能」です。
専用アプリ内に映像をダウンロード
してオフラインで視聴できるという
ものです。ダウンロード先も視聴す
るのもアプリ内限定のため、セキュ
リティの心配もありません。これは
優れものですよ。今では営業スタッ
フの間でも効果的に使われています。

－－－今後、e ラーニングや ICT を使っ
て解決したい課題、活用をお考えの
分野などはありますか？

弊社には何万人という方たちの成
績や受講データといった膨大なビッ
グデータがありますが、有効活用さ
れていないのが現状です。分析デー
タに基づいて受講生一人ひとりに最
適な教育をご提供するなど、ビッグ
データの分析や活用法を確立してい
ければと考えています。
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－－－最後に、今後の展望をお聞かせ
ください。

VRやARなどが注目されています
が、当学院としてもビジュアルに訴
えかけるもの、立体空間的に体験で
きるような映像やコンテンツがこれ
からは必要だと考えています。映像
配信の仕組みは整いましたから、今
後はさらに中身にこだわっていきた
い。今回の効果に満足せず、更なる
成長を目指して新しい教育スタイル、
仕組みに挑戦していきたいですね。

豊富なオリジナルテキストは毎年改定されている 学習画面

株式会社総合資格（総合資格学院）  様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/14940/
2018.01.31

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：

お客様のニーズ
・ 「e ラーニング」＋「DVD 教材による映像視聴」
　を一本化した「オンデマンド映像配信システム」
　を導入したい。

・ 最大の目的は受講生の利便性向上。

導入後の成果
・ e ラーニングシステム「KnowledgeDeliver」に
　よるオンデマンド映像配信システムを導入。

・ マルチデバイス対応の安定した学習環境を実
　現。

・ 教室授業と e ラーニングの受講成績データの一
　元管理化を実現。

・ 同一 e ラーニング上でありながら自宅視聴でき
　るコンテンツを制限することで、当学院の “ 来
　校第一 ” の理念に沿った、受講生に来校を促す
　仕組みを構築。

・ DVD →映像配信への切り替えで受講生の利便
　性向上、大幅なコスト削減を実現。

・ 映像ダウンロード機能により講師・営業スタッ
　フに対するナレッジ共有・教育研修ツールとし
　ても活用。

導入前の課題
・ もともと使っていた e ラーニングシステムが時
　代にマッチしていない。
　（マルチデバイス未対応、バージョンアップし
　　たデバイスでは動画が視聴できない等）

・ DVD 教材の制作コスト、管理の手間が大きい。
　それ以上に制作スピードの問題を解決したい。

・DVD 不足、個別ブース不足により受講生が自習・
　補講できないケースがある。
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慶應義塾大学 様

“学習に限定しないeラーニング”、大学の3大ニーズに効果
～シングルサインオン認証事例～

慶應義塾
インフォメーションテクノロジーセンター（ITC）本部

塩田 利尚 様 (右 )

竹内 連 様 (左 )

医学部の学生向けにスポット導入された e ラーニングの利用が拡大し、今や全10学部の学生や教職員向けにも活用されているという慶應義塾大学様。そこには、

塾内に多い “3つのニーズ ” が e ラーニングの要件にぴったりと合致したという背景がありました。「e ラーニングの機能をうまく活用すれば学習目的以外のさまざ

まな課題解決にも使えます」と語る IT 部門のご担当者に、詳しいお話を伺いました。

－－－弊社の e ラーニングシステム
を導入されることになったきっかけ
は何でしたか？

－－－システムの選定時にとくに重視
されたのはどのような点でしたか？

－－－見やすさを重視されたのはなぜ
ですか？

－－そういった 点 から み て
「KnowledgeDeliver（以下、KD）」

はいかがでしたか？

－－－認証の部分でもご要望をいただ
きました。

－－－その後、動画作成配信サービス
「Video+」を導入されました。動画

の活用は増えてきていますか？

医学部より「学生が冊子を読んだ
かどうか理解度テストを行いたい」
と要望を受けたのが最初のきっかけ
です。医学部では、今後医療に携
わっていく際に必要な心構えをまと
めた冊子を作り学生全員に配布して
いますが、ちゃんと読まれたか確認
する術がありませんでした。当初は
専用のシステムを開発しようという
話でしたが、汎用eラーニングで実
現できることがわかりその導入を目
指すことになりました。

スピード（納期）と見やすさです。
この話が持ち上がったのは2014年
の年末でしたが、翌年3月には形に
したいという要望でした。そのため、
ごく短期間で実現できる会社が必須
条件でした。また、マニュアルや手
順書がなくても直感的に操作できる
インターフェースを重視しました。

大学には毎年新しい学生が入学し
てきます。同一ユーザーが長年使う

のではなく、毎年毎年新規のユー
ザーが生まれるという運用形態にお
いて「見やすさ」や「とっつきやすさ」
は重要な要素であると考えました。

一般的に汎用パッケージには不要
な機能が多く、画面上には使わない
機能を使うためのメニューがあふれ
ている、ということが起こりがちで
す。ですが、KD は画面上のほぼす
べての項目について管理側で「表示
する／表示しない」の制御が可能で、
一番シンプルなケースだと「コンテ
ンツを選ぶ」という項目しかないと
ころまで絞り込むことができます。
不要なものをいかにきれいに排除で
きるか、ここができないシステムが
多いなか、KD はかゆいところに手
が届くという印象でした。結果的に
システムや使い方に関する問い合わ
せもほとんどなく、見やすさに主眼
をおいて導入したのは正解だったか
なと思っています。

塾内での共通認証基盤がありまし
て、KD も今後利用が拡大していく

かもしれないと考えたとき、セキュ
アなシングルサインオンの仕組みが
どうしても必要でしたので、その部
分のカスタマイズをお願いしました。

増えてきていますね。実は動画を
使いたいというニーズは以前から
あったのですが、ストリーミングサー
ビスの導入には積極的ではありませ
んでした。塾内のネットワークのト
ラフィックに対する影響が懸念され
たからです。かといって外部のサー
ビスを使うとセキュリティの問題が
ありました。

慶應義塾大学 様

大学

－－－それをどのように解決されたの
ですか？

KDを入口としてVideo+にセキュ
アにつなぎ、ストリーミング動画配
信サービスとして使用しています。
そうすることによりシングルサイン
オンを介して、特定の対象者だけに
動画を見せることが可能となりまし
た。もちろんバックヤードは外部
サーバですから、塾内のネットワー
クに影響なく動画を活用したいとい
う要望をクリアできています。eラー
ニング本来の使い方とは違うかもし
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－－－教職員の方向けにもご活用いた
だいているそうですね。

全10学部の学生が履修者となり
得るコンテンツを運用するなど、そ
の利用は少しずつ増えています。も
ちろん単位も出ます。とくに宣伝は
していないのですが、評判を聞いて

「うちでもこんなことができないか？」
といった問い合わせもありますので、
将来的には塾内に多数あるeラーニ
ング系サービスの一本化ができれば
良いですね。

教職員向けのナレッジ共有ツール
としても一部使用しています。塾内
にはいわゆるイントラネットの掲示
板のようなものもありますが、情報
の周知徹底を考えたとき、その機能
は十分ではありません。情報が本当
に届いたのかどうか分からないから
です。KD なら対象者を絞って情報
を発信し、さらにちゃんと情報が届
いたかどうかその理解度チェックま
で容易に行えます。

我々 IT 部門に寄せられるニーズ
としてよくあるのが「特定の対象者
にのみコンテンツを見せたい」「誰
が見たか把握したい」「ちゃんと理
解できたか確認したい」……まさに
e ラーニングの得意分野ですよね。
こうしたニーズを形にしようとする
とeラーニングの要件とかっちり合
致するんです。つまりeラーニング
システムの持つ機能をうまく活用す
れば、それが学習目的でなかったと
してもいろいろな課題が解決できま
す。

－－－これからも利用は広がりそうで
すか？

れませんが、我々にとってはデータ
共有の方法として非常にメリットが
大きいです。

－－－学生向けの一般的な e ラーニン
グとしての使い方にとらわれず、さ
まざまな用途にご活用いただいてい
るんですね。

学習画面目次画面

慶應義塾大学 様

－－－今後の展望をお聞かせください。
大学全体としてはいわゆる“eラー

ニング”の占める割合は大きくあり
ません。ただ先ほどもお話しした通
り、日々の業務において「これはe
ラーニングの仕組みで解決できるな」
と感じる場面が本当に多いんです。
これからも従来のeラーニングの枠
にとらわれず、いろいろな使い方を
していきたいですね。

お客様のニーズ
・学生向けに理解度テストを行いたい。

・ 導入にあたって重視するのはスピード（納期）
　と見やすさ。

・ 塾内の共通認証基盤とのシングルサインオン
　は必須。

・ サーバやセキュリティの問題があり、効果的
　な動画活用ができていない。

・ 「対象者を絞ってコンテンツを見せたい」「誰
　が見たか把握したい」「理解できたか確認した
　い」といった塾内で多い 3 つのニーズに対応
　したい。

・ 乱立する e ラーニング系サービスを将来的に
　は統一したい。

導入後の成果
・ 汎用パッケージでありながら不要な機能・項目
　を管理画面上で制御できる自由度の高い e ラー
　ニングシステム「KnowledgeDeliver」をご提供。

・ 動画作成配信サービス「Video+」をご提供、サー
　バの負担やセキュリティの問題をクリアにした
　動画ストリーミングサービスを実現。

・ レスポンシブデザイン（※1）も採用し「見やす
　く使いやすい」e ラーニングを実現。

・ 動画データの共有ツールとしても定着。

・ SAML 2.0 によるセキュアなシングルサインオ
　ン認証（※2 ）を短期間で構築。

・ 学生向けの e ラーニングや理解度テストだけで
　なく、教職員向けの “ ナレッジ共有ツール ” と
　しても活用。

・ 学習に限らず、学校運営上・業務上のさまざま
　な課題解決にフレシキブルに対応可能な仕組み
　を構築。

（※2）SAML 2.0によるシングルサインオン認証
SAML（Security Assertion Markup Language）は、
OASIS によって策定された異なるインターネット
ドメイン間でユーザー認証を行うための XML を
ベースにした標準規格。最新バージョンは2.0。
SAML の利用により、認証サーバに1回ログイン
するだけで複数のクラウドサービスや Web アプ
リケーションをシームレスに利用できる。

（※1）レスポンシブデザイン
複数の異なる画面サイズを考慮しページレイアウ
ト・デザインを最適化する手法。PC、タブレット、
スマートフォンなどいずれの端末でも同じユーザー
インタフェースで学習が可能となる。

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/14322/
2017.11.08

デジタル・ナレッジの Web サイトに公開されているコンテンツを掲載しています。
URL       ：
公開日：



教育の現場で、いつも求められる
「質の高い製品・サービス」を――

eラーニングに関わる“すべて”を提供する
デジタル・ナレッジは、教育機関や企業の
研修部門など1500を超える、あらゆる教育
現場への導入実績をもつeラーニング・
教育ICTのスペシャリストとして、教育
の最前線で活躍されるお客様と実現したい
夢や想い共有しながら、教育現場をより豊
かにする最良で、質の高い製品・サービス
を追求し、常に新しい技術の開発に挑戦し
続けます。

デジタル・

ナレッジの

ワンストップ

メニュー

製品
products

構築
solution

教育 IT
educational IT

運用
operation

クラウド
cloud

教材
courseware

募集
promotion

e ラーニングの全てをサポート

カスタマイズLMS 教材作成ツール

Live配信 スマホアプリ学習履歴管理

学習プラットフォーム システム連携

独自システム開発 スマホアプリ開発

クラウド・ASP 動画配信・CDN

教材制作

インストラクショナルデザイン

スタジオ収録

受講者募集

リアルwebプロモーション支援スタッフ派遣

業務委託運用設計教育環境のIT化

タブレット

クリッカー (ARS)



e ラーニングに関するご質問や弊社製品、サービスにつきましてお問い合わせなど
ございましたら、お気軽にご連絡ください。

www.digital-knowledge.co.jp

お問い合わせ

e ラーニングに関するご質問や弊社製品、サービスにつきましてお問い合わせなど
ございましたら、お気軽にご連絡ください。

お問い合わせ

eラーニング戦略研究所
e-Learning Strategies  Institute

https://www.digital-knowledge.co.jp/report_dl/

e ラーニング調査報告書無料ダウンロード実施中 !



導入企業

感動する eラーニングは
私たちが支えています。

株式会社デジタル・ナレッジ
www.digital-knowledge.co.jp
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株式会社市進ホールディングス 様
株式会社 N-Academy 様
株式会社 NTT データ・アイ 様
株式会社学研メディカルサポート 様
株式会社近代セールス社 様
株式会社時事通信出版局 様
株式会社セガ 様
TAC 株式会社 様
中央出版株式会社 様

東京書籍株式会社 様
デジタルハリウッド株式会社 様

日本マイクロソフト株式会社
（ICT 推進プログラム協議会） 様

株式会社明光ネットワークジャパン 様
株式会社平山 様
一般社団法人 不動産証券化協会 様
株式会社ベネッセコーポレーション 様
ヤマハ株式会社 様 　等

■教育ビジネス

( 一部 )

大阪教育大学付属 池田小学校 様

■学校法人分野
SBI 大学院大学 様

公立大学法人 大阪府立大学 様

学校法人 大手前学園 大手前大学 様

学校法人 神奈川大学 様
独立行政法人 国立高等専門学校機構
国立米子工業高等専門学校 様

学校法人 志学学園 眼鏡医療技術専門学校 様

中部学院大学 様
学校法人 電子学園 日本電子専門学校 様
国立大学法人 東北大学 様
徳島県立総合教育センター 様
学校法人 西野学園 札幌医学技術福祉歯科専門学校 様
国立大学法人 広島大学 様
学校法人 明治大学 様
学校法人 八洲学園 八洲学園大学 様　等

日本初 e ラーニング専門企業

■企業・官公庁
朝日航洋株式会社 様
穴吹興産株式会社 様
出光興産株式会社 様
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 様
株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス 様
大塚製薬株式会社 様
社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院 様
海上自衛隊 様
鹿島建設株式会社 様
キヤノンマーケティングジャパン株式会社 様
協和発酵キリン株式会社 様
近畿日本ツーリスト株式会社 様
株式会社 KDDI エボルバ 様
シグマベイスキャピタル株式会社 様
順天堂大学医学部附属浦安病院 様
株式会社すかいらーく 様
株式会社ドミノ・ピザ ジャパン 様
株式会社日立総合経営研修所 様
株式会社フォーシーズ 様
プラス株式会社ジョインテックスカンパニー 様
ミニストップ株式会社 様　等


